
先導的経営人材養成機能強化促進委託事業

○経営系専門職大学院教育による先導的経営人材養成機能を抜本的に強化するため、以下の調査研究を行う。
①国内外の経営系専門職大学院やその修了生及び産業界のニーズ等の実態調査
②経営系専門職大学院で学ぶすべての学生が習得すべきと考えられる学習内容、共通的な到達目標であるコアカリキュラムを策定し、コアカリキュ
ラムを実施するためのモデルとなる教育プログラムの開発

③産業界のニーズに応えうる教育プログラムの開発や、教員の教育指導能力の開発等、コアカリキュラム以外の機能強化に資する取組の調査研究
④長期的視点からの経営系専門職大学院の在り方及び海外の主要な認証評価機関に関する調査研究

事業概要 平成２８年度予算額 ０．８億円（新 規）

文部科学省• 委託事業内容の策定
• 事業の選定及び選定された事業の実施に係る調査審議に関する事項

・国内外の経営系大学院に関す
る実態調査

・国内外の経営系大学院修了生
の実態調査

・産業界の経営系大学院に対す
るニーズ等に関する調査

適時相談・進捗報告

先導的経営人材養成機能強化促進委託事業推進委員会

・産業界のニーズに応えうる教育プログラ
ムの開発についての調査研究

・経営系専門職大学院における教員の教
育指導能力の開発についての調査研究

・経営系専門職大学院の教育を推進する
ための産学連携のあり方についての調査
研究

② ビジネス分野
コアカリキュラム策定
【実施主体】 神戸大学

① 実態調査
【実施主体】 工業市場研究所

データの提供
ビジネス分野コアカリキュラム策定

委員会（仮称）

② ＭＯＴ分野
コアカリキュラム策定
【実施主体】 山口大学

設置

③ 経営系専門職大学院の機能強化に
資する取組についての調査研究
【実施主体】 同志社大学

データの提供
連携

連携

実施主体

連携

実施体制

MOT分野コアカリキュラム策定
委員会（仮称）

データの提供

連携

10年、20年先のビジネス社会で必要とされる人材像を踏まえた
経営系専門職大学院の在り方及び海外の主要な認証評価機関に関する調査研究

④ 長期的視点からの経営系専門職大学院の在り方
及び海外の認証評価に関する調査研究

【実施主体】 一橋大学

連携・データの提供
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【目的】 国内外の経営系大学院における教育課程、教員組織、企業等との連携状況等の実態調査、国内外の経営系大学院修了生についての出
身校に対する評価や就業先での評価の変化等の実態調査及び産業界の経営系大学院に対するニーズや修了者に対する評価・処遇等の
実態調査を実施し、経営系専門職大学院（ビジネス分野・MOT分野）におけるコアカリキュラムを策定する際の基礎資料や、コアカリキュラム
の策定以外の機能強化に資する取組を推進するための調査研究の基礎資料となるデータを調査する。

・国内外の経営系大学院に関する実態調査
⇒国内外の経営系大学院を対象に、目指している具体的人材像や教育課程、教員組織、企業等との連携状況などの実態調査を行う。

・国内外の経営系大学院修了生の実態調査
⇒国内外の経営系大学院修了生を対象に、出身校に対する評価や、就業先での評価の変化などの実態調査を行う。

・産業界の経営系大学院に対するニーズ等に関する調査
⇒国内の企業（外資系含む）、経済団体を対象に、MBA取得者数や、取得者に対する評価・処遇などの実態調査を行う。

【目的】 経営系専門職大学院の教育の質の向上を図るとともに、教育内容の可視化による社会的認知度の向上を図るため、経営系専門職大学院
で学ぶ全ての学生が修得すべきと考えられる学習内容、共通的な到達目標を定めた経営系専門職大学院におけるコアカリキュラム（ビジネス
分野及びMOT分野）をステークホルダー等の参画を得て策定するとともに、策定したコアカリキュラムを実施するためのモデルとなる教育プロ
グラムを開発することを目的とする。

ビジネス・MOT分野コアカリキュラム策定

実態調査

各調査研究における事業内容



【目的】 経営系専門職大学院の人材育成機能の強化を図るため、産業界のニーズに応えうる教育プログラムの開発や経営系専門職大学院にお
ける教員の教育指導能力の開発についての調査研究など、経営系専門職大学院の共通的課題について調査研究を行うことを目的とする。
・産業界のニーズに応えうる教育プログラムの開発についての調査研究
⇒新たなビジネスモデルを提案できる経営人材の養成に資するよう、知財、M&A、ビッグデータ、IoT等、産業界のニーズが高い分野につ
いて、モデルとなる教育プログラムを開発する。

・経営系専門職大学院における教員の教育指導能力の開発についての調査研究
⇒教員の教育指導能力を向上させるためのファカルティディベロップメント（FD）の在り方等について調査研究を行う。

・経営系専門職大学院の教育を推進するための産学連携のあり方についての調査研究
⇒経営系専門職大学院と産業界の両者にとって有益な連携の在り方について調査研究を行う。

経営系専門職大学院の機能強化に資する取組についての調査研究

各調査研究における事業内容

【目的】 我が国の経営系専門職大学院の人材育成機能の強化に資するため、海外の先導的取組を参考にしつつ、１０年、２０年先のビジネス社
会とそこで必要とされる人材像を想定し、当該人材を養成するために必要となる我が国の経営系専門職大学院の在り方についての提言を
行う。また、我が国の経営系専門職大学院の人材養成機能の強化の観点から、世界的な認証評価機関の評価手法を分析することを目的
とする。
・１０年、２０年先のビジネス社会で必要とされる人材像を踏まえた経営系専門職大学院の在り方についての調査研究
⇒海外の有力ビジネススクールや世界的な認証評価機関が、ビジネス社会の有り様や発展可能性のある産業分野等についてどのよう
な将来展望を有しているかを調査・分析するとともに、海外の有力ビジネススクールが、当該展望に基づき、どのような先導的取組を
行っているかについて調査・分析する。これらの調査・分析結果を参考にしつつ、１０年、２０年先の我が国のビジネス社会とそこで必要
とされる人材像を想定し、当該人材を養成するために必要となる我が国の経営系専門職大学院の教育プログラム、教育手法等の在り方
についての提言を行う。

・世界的な認証評価機関の評価手法に関する調査研究
⇒上記の認証評価機関にヒアリング調査を行い、評価基準や評価手法を明らかにするとともに、我が国の認証評価機関の評価基準、評
価手法との比較分析を行うこと。また、上記調査の「先導的取組」がどのように上記認証評価機関から評価されているのか、可能な範囲
で実態を調査すること。 3

長期的視点からの経営系専門職大学院の在り方及び海外の認証評価に関する調査研究


